
1 

 

第１３回宇都宮市農業委員会定例総会 議事録 

 

日 時 

令和６年８月２２日（木）午後１時５８分～午後４時２０分 

場 所 

宇都宮市役所７階 宇都宮市農業委員会室 

出席委員 

１番：櫻井委員（会長職務代理），２番：恩田委員，３番：平出委員，４番：中山委員， 

５番：小島委員，６番：相良委員，７番：小野口委員，８番：佐藤委員（会長職務代理），

９番：刈部委員，10番：手塚（孝）委員，11番：手塚（敏）委員，12番：田﨑委員， 

13番：永岡委員，14番：吉澤委員，15番：福田委員，16番：伊澤委員， 

17番：村田委員（会長），18番：宇梶委員，19番：髙橋委員（議席番号順） 

欠席委員 

なし 

会議経過 

１ 開 会 

出席委員１９名で法定定数に達しているので，開会を宣する。 

２ 会長あいさつ 

 

３ 議事録署名委員の選任 

議事録署名委員の選任は，議長指名により，議席番号７番の小野口委員，８番の佐藤委

員の両名を指名する｡ 

４ 議案の取下げ及び訂正並びに追加について 

議案の取下げ：なし 

訂正並びに追加：なし 

５ 議 事 

議 長  それでは，本日の議事に入りたいと思います。議案書１ページをお開きくださ

い。日程第１「農地法第３条第１項の規定による許可申請について」，議案第１

号から７号までの７議案について，一括上程します。事務局の説明を願います。 

事務局  議案第１号について御説明いたします。清原地区の申請です。譲渡人は，相続

したが耕作できないため，譲受人は，居住予定の隣接地を耕作するため，申請地

を売買により取得し，自家消費野菜を作付けする旨の申請です。譲受人は，現在

妻の実家に仮住まいしており，近い将来，申請地北側に所有する宅地に居住予定

とのことです。農機具の調達状況は，耕運機１台を所有，軽トラック１台を導入

予定とのことで，営農に支障はありません。また，申請地は，耕作可能な農地で

あることを確認しており，耕作に必要な農作業への従事状況についても問題な
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いことから，農地法第３条の許可要件を満たしていると調査しております。 

議案第２号について御説明いたします。清原地区の申請です。譲渡人は，相続

したが耕作できないため，譲受人は，太陽光発電施設設置に伴う代替地として，

自宅隣接の農地を耕作するため，申請地を売買により取得し，自家消費野菜を作

付けする旨の申請です。農機具の調達状況は，耕運機２台，草刈機１台を所有し，

営農に支障はありません。また，申請地は，耕作可能な農地であることを確認し

ており，耕作に必要な農作業への従事状況についても問題ないことから，農地法

第３条の許可要件を満たしていると調査しております。 

議案第３号について御説明いたします。瑞穂野地区の申請です。譲渡人は，相

続したが耕作できないため，譲受人は，自宅隣接の農地を耕作するため，申請地

を売買により取得し，自家消費野菜を作付けする旨の申請です。農機具の調達状

況は，トラクター１台を所有しており，営農に支障はありません。また，申請地

はすべて耕作可能な農地であることを確認しており，耕作に必要な農作業への

従事状況についても問題ないことから，農地法第３条の許可要件を満たしてい

ると調査しております。 

議案第４号について御説明いたします。瑞穂野地区の申請です。譲渡人は，高

齢により耕作できないため，譲受人は，経営規模拡大のため，申請地を売買によ

り取得し，野菜を作付けする旨の申請です。農機具の調達状況は，トラクター２

台，田植機１台，コンバイン１台，乾燥機１台を所有しており，営農に支障はあ

りません。また，申請地は，耕作可能な農地であることを確認しており，耕作に

必要な農作業への従事状況についても問題ないことから，農地法第３条の許可

要件を満たしていると調査しております。 

議案第５号について御説明いたします。瑞穂野地区の申請です。譲渡人は，譲

受人の営農に協力するため，譲受人は，隣接地と併せて耕作するため，申請地を

売買により取得し，野菜を作付けする旨の申請です。農機具の調達状況は，トラ

クター１台を所有しており，営農に支障はありません。また，申請地は，耕作可

能な農地であることを確認しており，耕作に必要な農作業への従事状況につい

ても問題ないことから，農地法第３条の許可要件を満たしていると調査してお

ります。 

議案第６号について御説明いたします。篠井地区の申請です。譲渡人は，譲受

人の営農に協力するため，譲受人は，隣接地と併せて耕作するため，申請地を贈

与により取得し，水稲を作付する旨の申請です。譲受人の農機具の調達状況は，

トラクター１台，田植機１台，コンバイン１台をリースにて確保しており，営農

に支障はありません。また，申請地は，耕作可能な農地であることを確認してお

り，耕作に必要な農作業への従事状況についても問題ないことから，農地法第３

条の許可要件を満たしていると調査しております。 
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議案第７号について御説明いたします。河内地区の申請です。譲渡人は，相続

したが耕作できないため，譲受人は，借受地を取得し耕作するため，申請地を売

買により取得し，水稲を作付する旨の申請です。譲受人の農機具の調達状況は，

トラクター１台，田植機１台，コンバイン１台を所有しており，営農に支障はあ

りません。また，申請地は，すべて耕作可能な農地であることを確認しており，

耕作に必要な農作業への従事状況についても問題ないことから，農地法第３条

の許可要件を満たしていると調査しております。 

議 長  議案第１号から第７号について，質疑願います。 

委 員 （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，お諮りします。議案第１号から第７号について，「申請のと

おり許可する」ことに，御異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  御異議がないので，そのように決定します。２ページをお開きください。農地

法第３条第１項の規定による許可申請について議案第８号を上程します。事務

局の説明を願います。 

事務局  議案第８号について御説明いたします。河内地区の申請です。譲渡人は，相続

したが耕作できないため，譲受人は，経営規模拡大のため，申請地を売買により

取得し，水稲を作付する旨の申請です。譲受人の農機具の調達状況は，トラクタ

ー１台，田植機１台，コンバイン１台を所有しており，営農に支障はありません。

また，申請地は，すべて耕作可能な農地であることを確認しており，耕作に必要

な農作業への従事状況についても問題ないことから，農地法第３条の許可要件

を満たしていると調査しております。 

議 長  議案第８号について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，お諮りします。議案第８号について，「申請のとおり許可す

る」ことに，御異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  御異議がないので，そのように決定します。３ページをお開きください。日程

第２「農地法第５条第１項の規定による許可申請について」，議案第９号から 

１１号までの３議案について，一括上程します。事務局の説明を願います。 

事務局  議案第９号について御説明いたします。清原地区の申請です。譲受人が，申請

地を売買により取得し，駐車場敷地として転用する旨の申請です。譲受人は，昭

和４５年１２月２３日に設立した法人で，一般貨物自動車運送事業，倉庫業及び

自動車修理業を主な目的としております。計画によると，事業拡大に伴い，現在，

事業敷地内にある従業員駐車場及びトラック用駐車場部分に，新たに倉庫を建

築するため，事業敷地に隣接した土地に駐車場を整備する計画に至ったもので
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す。土地利用計画については，敷地内は砂利敷きとし，従業員駐車場４０台分，

トラック５台分，計４５台分の駐車場を設置するもので，外周は１．２メートル

のメッシュフェンスを設置し，雨水は敷地内で自然浸透処理させる計画となっ

ております。また，本件については，現在の事業敷地とは別体の駐車場として，

都市計画法の開発許可を伴わない計画となっております。資金計画については，

土地取得費，造成費等を全額自己資金により賄う計画で，金融機関の残高証明書

が添付されております。申請地は，小集団の生産性の低い第２種農地と判断して

おり，立地基準では許可に支障はなく，申請事由についても問題なく，転用の実

行も支障がないことから，農地法第５条許可要件を満たしていると調査してお

ります。 

議案第１０号について御説明いたします。清原地区の申請です。譲受人が農作

業の効率化を図るため，新たに農業用倉庫及び作業所等を設置する旨の申請で

す。申請人は，平成３０年１０月２３日に設立した法人で，露地野菜の生産を目

的としております。計画によると，板戸町において約３０ヘクタールの畑を耕作

する計画があることから，耕作地の隣接に農業用倉庫を設置する計画に至った

ものです。土地利用計画については，農業用倉庫として農機具置場，作業所，コ

ンテナ，資材置場等を整備する計画となっております。給排水計画については，

給水は市の上水道から給水し，排水は合併処理浄化槽により，敷地内処理するも

ので，雨水は敷地内に自然浸透させる計画となっております。資金計画について

は，土地取得費，建物建築費等を全額自己資金により賄う計画で，金融機関の残

高証明書が添付されております。申請地は農用地でありますが，農業用施設用地

として令和６年６月２０日に農用地からの用途区分変更済であり，立地基準に

おいて許可に支障はなく，申請事由についても問題なく，転用の実行も支障がな

いことから，農地法第５条許可要件を満たしていると調査しております。 

議案第１１号について御説明いたします。清原地区の申請です。譲受人は，発

電・売電するため，申請地を売買により取得し，太陽光発電施設を設置する旨の

申請です。譲受人は，平成２６年６月２４日に設立した法人で，再生可能エネル

ギー発電事業を主な目的としております。本件は，ＦＩＴ法による売電を行うも

のではなく，譲受人と小売電気事業者との間で，太陽光発電所で発電された電気

の売買契約を締結しております。申請地における太陽光発電の主な概要ですが，

太陽光パネル１８０枚を設置し，年間発電量１１２，８７８キロワットアワーを

予定しており，売電単価税込み８.５円で計算しますと，経費等を差し引いた年

間の利益は８３万円程度となる見込みです。土地利用計画については，申請地を

整地した後にパネルを設置し，周囲は１．５メートルのフェンスで囲む計画であ

り，雑草が繁茂しないよう定期的に除草作業を行うこととしており，雨水は敷地

内に自然浸透させる計画となっております。資金計画については，土地取得費，
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施設整備等を全額自己資金により賄う計画で，金融機関の残高証明書が添付さ

れております。申請地は，小集団の生産性の低い第２種農地と判断しており，立

地基準では許可に支障はなく，申請事由についても問題なく，転用の実行も支障

がないと認められることから，農地法第５条の許可要件を満たしていると調査

しております。 

議 長  議案第９号から１１号について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，お諮りします。議案第９号から１１号について，「申請のと

おり許可する」ことに御異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  御異議がないので，そのように決定します。４ページをお開きください。「農

地法第５条第１項の規定による許可申請について」，議案第１２号を上程します。

なお，９番委員が譲渡人の１人となっておりますので，議事参与の制限により，

審議が終了するまで９番委員に退出していただきます。 

（９番委員退出） 

     それでは，議案第１２号について，事務局の説明を願います。 

事務局  議案第１２号について御説明いたします。清原地区の申請です。譲受人が申請

地を売買により取得し，都市計画法第１２条の５第１項に規定する地区計画が

定められている区域内において，都市計画法第３４条第１０号の規定に該当す

る「住宅又はこれに附帯する施設の用に供される土地を造成する」旨の申請です。

譲受人は，平成１７年５月２０日に設立した法人で，不動産の売買，仲介，賃借，

管理に関する事業を主な目的としております。土地利用計画については，計画区

域内に分譲地６１区画，公園１か所，ごみステーション２か所，開発道路を造成

する計画となっております。給排水計画については，開発道路の地下に市の上下

水道を埋設，雨水については５か所の浸透槽を設置し，浸透処理する計画となっ

ております。なお，本来，土地の造成のみの農地転用は，最終的な目的達成の確

実性が担保されていないため認めてられておりませんが，申請地は令和６年５

月３０日付けで都市計画決定がなされ，農地法施行規則第４７条第１項第５号

トに規定のある「都市計画法第１２条の５第１項に規定する地区計画に定めら

れている区域内において，同法第３４条第１０号の規定に該当するものとして，

同法第２９条第１項の開発許可を受けて住宅又はこれに附帯する施設の用に供

されることが確実と認められるとき」という，一般基準の例外に該当します。資

金計画については，土地購入費，造成費等を自己資金で賄う計画で，金融機関の

残高証明書が添付されております。申請地は，小集団の生産性の低い第２種農地

と判断しており，立地基準では許可に支障はなく，申請事由についても問題なく，

転用の実行も支障がないと認められることから，農地法第５条の許可要件を満
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たしていると調査しております。 

議 長  議案第１２号について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，お諮りします。議案第１２号について，「申請のとおり許可

する」ことに，御異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  御異議がないので，そのように決定します。議案第１２号が終了しましたので，

９番委員に入室・着席していただきます。 

（９番委員入室） 

５ページをお開きください。「農地法第５条第１項の規定による許可申請につ

いて」，議案第１３号から１７号までの５議案について，一括上程します。事務

局の説明を願います。 

事務局  議案第１３号について御説明いたします。清原地区の申請です。先ほどの議案

第１２号の地区計画に基づく宅地造成に伴い，同一の譲受人が，宅地造成地に隣

接する一部の土地との間に，緩衝地を設ける旨の申請であり，地区計画における

宅地造成と併せて整備し，整地した後に，譲受人が定期的に管理する計画となっ

ております。資金計画については，土地取得費，土地整備費を全額自己資金で賄

う計画で，金融機関の残高証明書が添付されております。申請地は，小集団の生

産性の低い区域に位置する第２種農地と判断しており，立地基準では許可に支

障はなく，申請事由についても問題なく，転用の実行も支障がないと認められる

ことから，農地法第５条の許可要件を満たしていると調査しております。 

議案第１４号について御説明いたします。清原地区の申請です。借受人は，園

芸用土を採取するため，申請地に１年間の貸借権を設定し，一時転用する旨の申

請です。また，筆の一部を利用するため，特定図での申請となっており，進入路

部分については同時利用地として雑種地となっております。借受人は，平成１８

年４月１８日に設立した法人で，土木工事及び掘削した土の運搬業等を目的と

しております。計画によりますと，作業時間は午前８時００分から午後５時００

分まで，保安距離については，隣接地から２メートル以上を設け，掘削角度は 

４５度以下，掘削の深さは３．３メートルを遵守し，周辺には安全柵を設置して

第三者の進入を防ぎます。車両の搬入出路については，市道１４３１号線を通行

するため，令和６年７月２２日付で，市道路管理課に道路使用の届出が提出され

ており，申請地の出入口には鉄板を敷き，土砂等で路面が汚れぬよう，常に清掃

を心掛ける計画となっております。埋戻し用土については，鹿沼市の法人から購

入する予定であり，表土については，申請地の表土７０センチを申請地内に寄せ，

埋戻し用土の上に乗せ，耕作可能な農地に復元する計画となっております。使用

する重機等については，自社所有のショベルカー１台，１０トンダンプ２台を使
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用する計画となっております。借受人の農地における土採取の実績ですが，前回

地は，上桑島町の畑４，４４９平方メートルで，令和３年５月７日に許可を受け，

１００パーセント埋め戻しが完了し，農地に復元されております。資金計画につ

いては，事業費等を全額自己資金で賄う計画となっており，法人の金融機関から

の残高証明書が添付されております。申請地は小集団の生産性の低い区域に位

置することから第２種農地と判断しており，立地基準では許可に支障はなく，申

請事由についても問題なく，転用の実行も支障がないと認められることから，農

地法第５条の許可要件を満たしていると調査しております。また，申請書には，

「安全操業に努め，土採取に伴う災害を発生させないこと及び採取後は現在の

農地同様の耕作可能な農地に復元し，農業委員立会いのもとで完了報告を行う

旨の誓約書」が添付されていることから，改めて条件を付す必要はないと思われ

ます。なお，申請地は登記地目が山林であったため，農地法の許可を取らずに事

前着工してしまった状況でありますが，立地基準では許可に支障はなく，申請事

由についても問題なく，転用の実行も支障がないと認められる計画であります

ことから，農地法第５条の許可はやむを得ないものと調査しております。 

議案第１５号について御説明いたします。清原地区の申請です。借受人親と同

居しているが独立するため，申請地に２５年間の使用貸借権を設定し，自己用住

宅を建築する旨の申請です。貸付人と借受人の関係は親子であり，都市計画法第

３４条１４号の「線引前から親族が所有する土地における住宅」に該当します。

給排水計画については，市の上下水道に接続し，雨水は敷地内に自然浸透させる

ものです。資金計画については，建物建築費等を全額融資により賄う計画で，金

融機関の融資見込証明書が添付されております。申請地は，宅地化の状況が住

宅・公共施設が連たんしている区域に近接する区域内にある第２種農地と判断

しており，立地基準では許可に支障はなく，申請事由についても問題なく，転用

の実行も支障がないことから，農地法第５条許可要件を満たしていると調査し

ております。 

議案第１６号及び１７号については，同一事業者による太陽光事業のため，一

括で御説明いたします。瑞穂野地区の申請です。譲受人は，発電・売電するため，

申請地を売買により取得し，太陽光発電施設を設置する旨の申請です。譲受人は，

令和６年５月９日に設立した法人で，再生可能エネルギー発電事業を主な目的

としております。本件は，ＦＩＴ法による売電を行うものではなく，譲受人と小

売電気事業者との間で，太陽光発電所で発電された電気の売買契約を締結して

おります。申請地における太陽光発電の主な概要ですが，議案第１６号は，太陽

光パネル１８０枚を設置し，年間発電量１０７，８７１キロワットアワーを予定

しており，売電単価税抜き１２.６１円で計算しますと，経費を差し引いた年間

の利益は１３６万円程度となる見込みです。議案第１７号は，太陽光パネル 
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１８０枚を設置し，年間発電量１１０，２３０キロワットアワーを予定しており，

売電単価税抜き１３．０６円で計算しますと，経費を差し引いた年間の利益は 

１４４万円程度となる見込みです。土地利用計画については，申請地を整地した

後にパネルを設置し，周囲はフェンスで囲む計画であり，雑草が繁茂しないよう

除草作業を行うこととしており，雨水は敷地内に自然浸透させる計画となって

おります。資金計画については，土地取得費，施設整備等を全額自己資金により

賄う計画で，金融機関の残高証明書が添付されております。議案第１６号の申請

地は，地区市民センターから３００メートル以内に位置する第３種農地，議案第

１７号は，地区市民センターから５００メートル以内に位置する第２種農地と

判断しており，いずれも立地基準では許可に支障はなく，申請事由についても問

題なく，転用の実行も支障がないと認められることから，農地法第５条の許可要

件を満たしていると調査しております。 

議 長  議案第１３号から１７号について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，お諮りします。議案第１３号から議案第１７号について，「申

請のとおり許可する」ことに，御異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  御異議がないので，そのように決定します。６ページをお開きください。「農

地法第５条第１項の規定による許可申請について」，議案第１８号から２０号ま

での３議案について，一括上程します。事務所の説明を願います。 

事務局  議案第１８号について御説明いたします。横川地区の申請です。譲受人は，

養蜂の事業を営んでおりますが，現在借用している貸し出し用の巣箱等置場の

返却に伴い，申請地を売買により取得し，養蜂巣箱を置く資材置場等として利

用する旨の申請です。また申請地への進入部分は宅地を同時利用する計画とな

っております。土地利用計画については，敷地内は，隣接地に土砂流出等が無

いように配慮した造成を行ったうえで砂利敷きとし，所有する養蜂の巣箱 

８００箱のうち，貸し出されていない巣箱を置くスペース，及び軽トラック５

台分の駐車場として利用するもので，雨水は敷地内に自然浸透させる計画とな

っております。資金計画については，事業費等の全てを自己資金により賄う計

画で金融機関の残高証明書が添付されております。申請地は，生産性の低い小

集団の区域に位置する第２種農地と判断しており，立地基準では許可に支障は

なく，申請事由についても問題なく，転用の実行も支障がないと認められるこ

とから，農地法第５条許可要件を満たしていると調査しております。 

議案第１９号について御説明いたします。姿川地区の申請です。譲受人は，

持家がないため，申請地を売買により取得し，住宅兼バイク整備工場を建築す

る旨の申請であり，都市計画法第３４条１号の「自動車整備工場兼用住宅」に
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該当します。計画によると，現在，借家に住んでおりますが，子供も生まれ手

狭になったことや，バイク整備事業も行っていることなどから，１階をバイク

整備工場，２階を住宅として利用する建築計画に至ったものです。給排水計画

については，市の上下水道に接続，雨水は敷地内に自然浸透させる計画です。 

資金計画については，土地取得費及び建物建設費等を，全額融資により賄う

計画で，金融機関の融資見込証明書が添付されております。申請地は，農地の

集団的な規模が１０ヘクタール以上の区域に位置する第１種農地と判断してお

り，原則として許可できないものとされておりますが，第１種農地の不許可の

例外規定である，農地法施行規則第３３条第４号，「住宅その他申請に係る土

地の周辺の地域において居住する者の日常生活上又は業務上必要な施設で，集

落に接続して設置されるもの」に該当することから，立地基準では許可に支障

はなく，申請事由についても問題なく，転用の実行も支障がないことから，農

地法第５条許可要件を満たしていると調査しております。 

議案第２０号について御説明いたします。城山地区の申請です。譲受人は，

発電・売電するため，申請地を売買により取得し，太陽光発電施設を設置する

旨の申請です。譲受人は，令和５年５月１５日に設立した法人で，再生可能エ

ネルギー発電事業を主な目的としております。本件は，ＦＩＴ法による売電を

行うものではなく，譲受人と小売電気事業者との間で，太陽光発電所で発電さ

れた電気の売買契約を締結しております。申請地における太陽光発電の主な概

要ですが，太陽光パネル１４４枚を設置し，年間発電量１０２，１９１キロワ

ットアワーを予定しており，売電単価税込み１２.４０円で計算しますと，経

費を差し引いた年間の利益は７４万円程度となる見込みです。土地利用計画に

ついては，申請地を整地した後にパネルを設置し，周囲はフェンスで囲む計画

であり，雑草が繁茂しないよう除草作業を行うこととしており，雨水は敷地内

に自然浸透させる計画となっております。資金計画については，土地取得費，

施設整備等を全額自己資金により賄う計画で，金融機関の残高証明書が添付さ

れております。申請地は，小集団の生産性の低い区域に位置する第２種農地と

判断しており，立地基準では許可に支障はなく，申請事由についても問題な

く，転用の実行も支障がないと認められることから，農地法第５条の許可要件

を満たしていると調査しております。 

議 長  議案第１８号から２０号について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，お諮りします。議案第１８号から議案第２０号について，「申

請のとおり許可する」ことに，御異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  御異議がないので，そのように決定します。７ページをお開きください。「農
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地法第５条第１項の規定による許可申請について」，議案第２１号から２５号ま

での５議案について，一括上程します。事務局の説明を願います。 

事務局  議案第２１号について御説明いたします。城山地区の申請です。借受人は，申

請地に１年間の賃借権を設定し，一時転用する旨の申請です。また，進入路部分

は筆の一部を利用するため，一部特定図での申請となっております。借受人は，

平成２８年１２月９日に設立した法人で，園芸用土の採掘及び販売等を目的と

しております。計画によりますと，作業時間は午前８時００分から午後５時００

分まで，保安距離については，隣接地から２メートル以上を設け，掘削角度は 

４５度以下，掘削の深さは３．６メートルを遵守し，周辺には安全柵を設置して

第三者の進入を防ぎます。また，申請地までの通路として，農地に鉄板を敷いて

出入りする計画となっております。埋戻し用土については，鹿沼市の法人から購

入する予定であり，表土については，申請地の表土９０センチを申請地内に寄せ，

埋戻し用土の上に乗せ，耕作可能な農地に復元する計画となっております。使用

する重機等については，自社所有のバックホー１台，１０トンダンプ２台を使用

する計画となっております。借受人の農地における土採取の実績ですが，前回地

は，鹿沼市の畑５，２３３平方メートルで，平成３０年１０月２日に許可を受け，

１００パーセント埋め戻しが完了し，農地に復元されております。資金計画につ

いては，事業費等を全額自己資金で賄う計画となっており，金融機関からの残高

証明書が添付されております。申請地は農振農用地で，原則として許可できない

ものとされておりますが，一時転用で農地に復元する計画であることから，立地

基準の不許可の例外に該当します。また，申請書には，「安全操業に努め，土採

取に伴う災害を発生させないこと及び採取後は現在の農地同様の耕作可能な農

地に復元し，農業委員立会いのもとで完了報告を行う旨の誓約書」が添付されて

いることから，改めて条件を付す必要はないと思われます。以上のことから，立

地基準では許可に支障はなく，申請事由についても問題なく，転用の実行も支障

がないと認められることから，農地法第５条許可要件を満たしていると調査し

ております。 

議案第２２号について御説明いたします。豊郷地区の申請です。借受人は，持

家がないため，申請地に３０年の賃借権を設定し，自己用住宅を建築する旨の申

請であり，都市計画法第３４条１４号の「市街化調整区域に長期居住する者のた

めの自己用住宅」に該当します。給排水計画については，給水は市の上水道に接

続，排水は合併処理浄化槽により，敷地内浸透処理する計画で，雨水は敷地内に

自然浸透させるものです。資金計画については，建物建築費等を全額自己資金に

より賄う計画で，金融機関の残高証明書が添付されております。申請地は，豊郷

地区市民センターから３００メートル以内に位置する第３種農地と判断してお

り，立地基準では許可に支障はなく，申請事由についても問題なく，転用の実行
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も支障がないことから，農地法第５条許可要件を満たしていると調査しており

ます。 

議案第２３号について御説明いたします。豊郷地区の申請です。借受人は，食

品衛生責任者の免許を持っており，申請地に３０年間の賃借権を設定し，喫茶店

を建築する旨の申請であり，都市計画法第３４条１号の「日用必需品の販売・修

理」に該当します。また，借受人は議案第２２号で，隣接地に自己用住宅を建築

する計画となっております。給排水計画については，給水は市の上水道に接続し，

排水は合併処理浄化槽により，処理後敷地内浸透させる計画です。雨水は敷地内

に自然浸透させるものです。土地利用計画ですが，駐車場１４台分を設け，道路

の高さまで砕石し，周囲にはコンクリート擁壁を新設する計画となっておりま

す。資金計画については，建物建築費等を全額自己資金により賄う計画で，金融

機関の残高証明書が添付されております。申請地は，豊郷地区市民センターから

３００メートル以内に位置する第３種農地と判断しており，立地基準では許可

に支障はなく，申請事由についても問題なく，転用の実行も支障がないことから，

農地法第５条許可要件を満たしていると調査しております。 

議案第２４号について御説明いたします。豊郷地区の申請です。借受人は，申

請地に２０年間の使用貸借権を設定し，農家住宅敷地を拡張し，農業用倉庫を建

築する旨の申請です。借受人は貸付人の子であり，農家住宅の敷地拡張のため，

都市計画法の開発行為が不要となっております。また，筆の一部を転用するため，

特定図での申請となっております。借受人は，イチゴ農家であり，収穫したイチ

ゴを保管するため，低温保冷庫を新築する計画となっております。資金計画につ

いては，建物建築費等を全額自己資金により賄う計画で，金融機関の残高証明書

が添付されております。申請地は，農地の集団的な規模が，概ね１０ヘクタール

以上の区域内に位置する第１種農地であり，原則許可できないこととされてお

りますが，不許可の例外規定である，農地法施行規則第３５条第５号，「既存の

施設の拡張で既存施設の敷地の２分の１を超えないもの」に該当します。なお，

申請地には，既存の農業用倉庫が既に越境しておりますが，立地基準では許可に

支障はなく，申請事由についても問題なく，転用の実行も支障がないことから，

農地法第５条許可はやむを得ないものと調査しております。 

議案第２５号について御説明いたします。上河内地区の申請です。借受人は，

家族が増え，住宅敷地が手狭になったため，申請地に２０年間の使用貸借権を設

定し，農家住宅を拡張して，農家住宅を増築する旨の申請です。借受人は貸付人

の子であり，農家住宅の敷地拡張のため，都市計画法の開発行為が不要となって

おります。給排水計画については，給水は市の上水道に接続，排水は合併処理浄

化槽にて処理後に水路に放流するもので，「西鬼怒川土地改良区」からの放流同

意書が添付されており，雨水は敷地内に自然浸透させる計画となっております。
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また，申請地は既に転用済みのため，資金証明等は添付されておりません。申請

地は，農地の集団的な規模が，概ね１０ヘクタール以上の区域内に位置する第１

種農地であり，原則許可できないこととされておりますが，不許可の例外規定で

ある，農地法施行規則第３５条第５号，「既存の施設の拡張で既存施設の敷地の

２分の１を超えないもの」に該当し，既に転用済でありますが，立地基準では許

可に支障はなく，申請事由についても問題なく，転用の実行も支障がないことか

ら，農地法第５条許可はやむを得ないものと調査しております。 

議 長  議案第２１号から２５号について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，お諮りします。議案第２１号から議案第２５号について，「申

請のとおり許可する」ことに，御異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  御異議がないので，そのように決定します。８ページをお開きください。「農

地法第５条第１項の規定による許可申請について」，議案第２６号から２９号ま

での４議案について，一括上程します。事務局の説明を願います。 

事務局  議案第２６号から２８号は同一事業者による転用のため，まとめて御説明い

たします。河内地区の申請です。借受人は，送電線張替のため，申請地に１３か

月間の賃借権を設定し，資材置場として一時転用する旨の計画であります。借受

人は，平成２７年４月１日に設立された法人で，電気事業等を主な目的としてお

ります。計画によりますと，栃木県県北・中部地域の低圧再生可能エネルギーの

連系増加に伴い，一部鉄塔建替え工事等を行い，電力ネットワーク増強を実施す

る計画です。なお，電気事業者が送電用もしくは配電用の施設として，鉄塔や鉄

塔設置するために必要な道路等については，農地転用許可不要となっておりま

すが，鉄塔に隣接する農地の一部を資材置場として利用するものについては，一

時転用の許可が必要となります。土地利用計画については，丸太及び鉄板を敷設

し，資材置場及び作業場として利用するもので，周囲はガードフェンスを設置す

る計画となっております。資金計画については，整地費及び賃料等を全額自己資

金により賄う計画となっており，金融機関の残高証明書が添付されております。

申請地は，農用地でありますが，一時転用で農地に復元する計画であることから，

不許可の例外に該当します。以上のことから，立地基準では許可に支障はなく，

申請事由についても問題なく，転用の実行も支障がないと認められることから，

農地法第５条の許可要件を満たしていると調査しております。 

議案第２９号について御説明いたします。河内地区の申請です。譲受人は，持

家がないため，申請地を売買により取得し，自己用住宅を建築する旨の申請で，

都市計画法第３４条１４号の「市街化調整区域に長期居住する者のための自己

用住宅」に該当します。給排水計画については，市の上下水道に接続するもので，
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雨水は敷地内に自然浸透させるものです。資金計画については，土地取得費及び

建物建設費等を，全額融資により賄う計画で，金融機関の融資見込証明書が添付

されております。申請地は，住宅の用若しくは事業の用に供する施設又は公共施

設若しくは公益的施設が連たんしている区域に位置する第３種農地と判断して

おり，立地基準では許可に支障はなく，申請事由についても問題なく，転用の実

行も支障がないと認められることから，農地法第５条の許可要件を満たしてい

ると調査しております。 

議 長  議案第２６号から２９号について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，お諮りします。議案第２６号から議案第２９号について，「申

請のとおり許可する」ことに，御異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  御異議がないので，そのように決定します。９ページをお開きください。      

日程第３「農地法第３条の規定による許可処分の取消願について」，議案第 

３０号を上程します。事務局の説明を願います。 

事務局  議案第３０号について御説明いたします。平石地区の願出です。願出人が，令

和５年１２月２５日付けで，平出町の農地１筆４，６４８平方メートルを，売買

により取得する旨の申請があり，令和６年１月２９日付けで，宇都宮市農業委員

会指令第３－７９号で許可しましたが，許可後，譲渡人が死亡し，相続人及び譲

受人での合意により契約解除となったことから，取消の願出に至ったものです。

願出地は，土地の引き渡しが完了していないこと，申請時と変わらず耕作可能な

農地であることなど，取消の条件をすべて満たしていることが確認できること

から，取消はやむを得ないものと調査しております。 

議 長  議案第３０号について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，お諮りします。議案第３０号について，「許可処分を取り消

す」ことに御異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  御異議がないので，そのように決定します。１０ページをお開きください。日

程第４「農地法施行規則第２９条第１号の規定による届出について」，議案第 

３１号を上程します。事務局の説明を願います。 

事務局  農地法施行規則第２９条第１号の規定による届出は，耕作の事業を行う者が

その農地をその者の耕作の事業に供する他の農地の保全もしくは，利用の増進

のため又は２アール未満の農地を，その者の農作物の育成若しくは養畜の事業

のための農業用施設に供する場合に必要となる手続きです。議案第３１号につ

いて御説明いたします。上河内地区の願出です。本案件は，既に転用がされてお
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り，転用後に届出がされたものとなります。届出人は，２５，０００平方メート

ルにおいて水稲を作付けしておりますが，農作業の効率化を図るため，自己所有

の農地に，農業用倉庫を設置する旨の願出です。転用面積は１３６平方メートル

であり，２アール未満となっております。給排水設備は設けず，雨水は敷地内自

然浸透とし，周辺農地への影響はないものと調査しております。以上のことから，

届出を受理することについて問題ないものと調査しております。 

議 長  議案第３１号について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，お諮りします。議案第３１号について，「届出を受理する」

ことに御異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  御異議がないので，そのように決定します。１１ページをお開きください。日

程第５「時効取得を原因とする農地について」，議案第３２号を上程します。事

務局の説明を願います。 

事務局  議案第３２号について御説明いたします。河内地区の案件です。宇都宮地方法

務局から，令和６年７月９日付けで宇都宮市農業委員会に「農地の時効取得につ

いて」通知がありました。時効取得については，民法第１６２条第１項に「２０

年間，所有の意思をもって，平穏に，かつ，公然と他人の物を占有した者は，そ

の所有権を取得する。」と規定されております。法務局からの通知であった時点

で，既に登記簿上も所有権が移転されておりますが，この通知を受けた農業委員

会は，時効取得の要件を満たしているか否かについて，具体的には，当該地が過

去に貸し借り等の履歴がないか，農地として適正に耕作されているかどうかな

どを調査することになり，調査の結果，小作の履歴等があった場合，登記権利者

及び登記義務者に対し，時効取得の申請を取下げるよう，指導するという流れに

なっております。今月の地区調査会で当該農地を現地調査したところ，当該地は，

農地台帳上，賃借等の履歴もないことから，時効取得は問題ないものと調査して

おります。 

議 長  議案第３２号について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，お諮りします。議案第３２号について，「時効取得について

問題なしとする」ことに御異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  御異議がないので，そのように決定します。１２ページをお開きください。日

程第６「農業経営基盤強化促進法の規定による農用地利用集積計画（農地中間管

理事業）の決定について」，議案第３３号及び３４号について，一括上程します。

事務局の説明を願います。 
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事務局  農業経営基盤強化促進法の規定による農用地利用集積計画（農地中間管理    

事業）の決定」について，ご説明させていただきます。集積計画一括方式に

よる契約になります。 

議案第３３号は，瑞穂野地区の計画です。畑の貸し借りです。 

議案第３４号は，国本地区の計画です。畑の貸し借りが２件です。 

これらの計画は所有者・借受者・土地の地番・面積・台帳等と照合しまし

たところ，いずれも適正な計画であると調査しております。以上，ご審議を

よろしくお願いいたします。 

議 長  議案第３３号及び３４号について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，お諮りします。議案第３３号及び３４号について，「計画を

決定する」ことに，御異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  御異議がないので，そのように決定します。１３ページをお開きください。日

程第７「農業経営基盤強化促進法の規定による農用地利用集積計画（所有権移転）

の決定について」，議案第３５号から３９号までの５議案について，一括上程し

ます。事務局の説明を願います。 

事務局  日程第７「農業経営基盤強化促進法の規定による農用地利用集積計画（所

有権移転）の決定」について，御説明させていただきます。 

議案第３５号は，瑞穂野地区の計画です。譲受人の県公社が，譲渡人から，

東木代町の田６筆，計９，８６９㎡を売買により取得するものです。 

議案第３６号は，瑞穂野地区の計画です。譲受人の県公社が，譲渡人から，

東木代町の田１筆，３１９㎡を売買により取得するものです。 

議案第３７号は，横川地区の計画です。譲受人の県公社が，譲渡人から，

下栗町の田１筆，計２，９１９㎡を売買により取得するものです。 

議案第３８号は，河内地区の計画です。譲受人の県公社が，譲渡人から，

白沢町の田１筆，４，５３９㎡を売買により取得するものです。 

議案第３９号は，河内地区の計画です。譲受人の県公社が，譲渡人から，

下岡本町の田３筆，計１，７３２㎡を売買により取得するものです。 

 これらの計画は，農地中間管理機構である県公社が行う農地売買等事業で

あり，農用地の売渡申出書，農用地等買受申込書が提出されており，移転の

土地，契約の内容，譲渡の状況等調査いたしましたところ，いずれも適正な

計画であると調査しております。以上，ご審議をよろしくお願いいたします。 

議 長  議案第３５号から３９号について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，お諮りします。議案第３５号から３９号について，「計画を
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決定する」ことに，御異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  御異議がないので，そのように決定します。１４ページを御覧ください。日程

第８「所有者不明農地の公示について」，議案第４０号及び４１号を上程します。

なお，当該地における権利設定において，１１番委員の親族が借受予定者となっ

ているため，議事参与の制限により，審議が終了するまで１１番委員に退出して

いただきます。 

（１１番委員退出） 

      それでは，議案第４０号及び４１号について，事務局の説明を願います。 

事務局  日程第８「所有者不明農地の公示について」御説明します。議案書のほか，参

考資料と併せて御説明します。まず，本制度につきまして，簡単に御説明いたし

ます。別紙「日程第８ 参考資料」の別紙２をご覧ください。本制度は，「遊休

農地」や「耕作者が不在または不在となることが確実な農地」の貸借において，

農地の所有者が分からないとき，また，共有地で過半の持ち分を有するものの所

在が分からない農地について，受け手が決まっている場合に，農地バンクを通し

て権利設定ができる制度です。本制度は，利用権の設定期間の上限が４０年，探

索後の公示期間が２か月となっております。権利設定の手続きは二つに分かれ

ており，所有者の探索の結果，相続人が１人も判明しない場合，相続放棄されて

いる場合は農地法，相続人が１人でも判明している場合は農地バンク法により

手続きを行います。手続きの流れにつきましては資料のとおりです。今回の議案

については，農地法による所有者不明農地の公示となります。次に本議案につい

て，別紙の参考資料と併せて御説明いたします。「参考資料」を御覧ください。

まず，１の所有者不明農地の概要につきましては，今回２筆ありまして，①議案

第４０号の今里町，②議案第４１号の下小倉町です。登記所有者は親子でありま

す。位置図は別紙１を御覧ください。次に所有者等の探索結果につきましては２

の通りですが，登記所有者①今里町の登記所有者は平成２３年５月９日死亡，②

下小倉町の登記所有者は令和４年２月６日に死亡を確認しております。探索範

囲の法定相続人については，全員死亡されています。次に当該地における権利設

定につきましては３の通りですが，借受予定者の借用期間は５年間の予定です。

賃借料は，上河内地区における近傍類地の農地の賃借料を参考に決定し，供託先

は宇都宮地方法務局になります。最後にスケジュールにつきましては４の通り

ですが，借受予定者の利用開始は令和７年１月になる予定です。説明は以上です。

御審議願います。 

議 長  議案第４０号及び４１号について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，お諮りします。議案第４０号及び４１号について，「所有者
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不明農地として公示する」ことに，御異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  御異議がないので，そのように決定します。議案第４０号及び４１号が終了し

ましたので，１１番委員に入室・着席していただきます。 

（１１番委員入室） 

１５ページをお開きください。報告事項に入ります。事務局より報告願います。 

[ 事務局より報告第１から報告第８まで一括で報告する。] 

その他，皆様から何か報告等はありませんか。 

事務局から報告等はありませんか。 

事務局 （報告事項として）・農地法の改正について 

・非農地証明の運用について 

・トチノフェア２０２４について 

・農業者年金について 

議 長  全ての審議が終了しましたので，以上で第１３回定例総会を終了します。 

                            （閉会 午後４時２０分） 


